
 
 

 
 
 
 
 

 
 当センターでは、気象害により大規模にトドマツ高齢級人工林が

枯損し、水土保全機能が低下した林地を郷土樹種（広葉樹）を用い

て森林に再生させる自然再生事業に取り組んでいる。      

 植栽に先立ち、ササが密生し、被圧による植栽木の枯損が懸念さ 

れたため、地ごしらえはササの根茎まで剥ぎ取る方法で 2009 年に実

施し、植栽を行った。しかし、2012 年にエロージョン（土壌浸食）

が確認され、深い所では深さ 20cm 以上土壌が流され、多くの苗木

が根元から転倒していた。このため早急な対策が求められたが、こ

のためには、先ず発生メカニズムの解明が急がれた。 

 

 
 

 2013 年 5～11 月の期間、強雨の際に観察を行ったが、雨水は速 

やかに浸透し、エロージョンを引き起こす地表流は一切確認できな 

かった。このため、土壌凍結と積雪という特異な立地条件と関連が

あるものと推測。融雪が発生する翌年 3 月下旬～5 月上旬に観察を

続けた。この結果、融雪とともに凍結した土壌が融解するが、地中

には凍結土壌が不透水層として残っているため、融解土壌が雪解け

水の浸透により飽和状態となり、さらなる雪融け水の流下によりエ

ロージョンを引き起こしたものと推定された。 

 
 

 
 過去の調査から土壌凍結は深い箇所で 50cm 程度に達したが、これが

一度に融解して大規模なエロージョンにつながる事は無く、植生の回

復、特にササの繁茂とともにエロージョンが収束しつつあることを確

認。このため、補植は、植生が回復して土壌が安定した後に行うこと

とした。また、本発生メカニズムを踏まえ、今後、地ごしらえを行う

際には、ササの地上部のみの刈払いに留めることとした。 
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